
IS フック
このたびは、＜IS フック＞をお買い上げいただきありがとうございます。

本品は、親綱や緊張器に取り付けるためのフックです。

本品を安全に使用していただくため、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。

親綱や緊張器に取り付けるためのフック

ISフック本体　

外れ止め可動部　

ロック装置可動部
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部品名称

　

リベットピン

リベット加工部

ロープ通し穴



大径フックはまっすぐ取り付けてください。下記のように直線上にフックを

装着してない場合 (×の状態 ) フックが変形する可能性があります。

親綱支柱

親綱支柱

親綱 緊張器

親綱 緊張器



〇小さい穴に無理やり掛けた場合、フックが変形したり破損する恐れがあります。
〇1度、落下衝撃を受けたフックは使用しないでください。

〇ロープに取り付ける場合は必ず熟練者が行ってください。不慣れな者が取り付けるとロープから

　抜ける場合があります。またロープに直接サツマ加工しないで、シンブルをつけて加工してください。

〇親綱として使用する場合は 16 ミリ以上の三打ちロープ ( 仮設工業会の認定基準に準じたもの ) に

　取り付けてください。

〇フックはまっすぐ縦方向には強いですが横方向には弱いです。ロープに対してまっすぐ取りつけてください。

〇緊張器に取りつける場合は緊張器が仮設工業会の認定品を使用してください

〇サツマ加工は 3回以上行い余った部分はビニールテープ等でロープに巻いてほつれないようにしてください。

〇必ずフックを取り付けた場合 2重ロックがかかっているか確認してご使用ください。

〇保守・点検を行い廃棄項目に該当するフックは使用しないでください。
〇重量物の荷揚げ等に使用しないでください。フックが破損する恐れがあります。

〇本体を改造しないでください。本来の性能が損なわれる可能性があります。
〇フックを管理・収納する場合に直射日光、雨露の当たらない所に収納し、やむを得ず屋外に
　収納する場合はシート等をかけてください。

始業点検　：使用する人が作業前に毎回行ってください。
定期点検　：使用する人もしくは管理者により 1ヶ月ごとに行ってください。
異常時点検：作業中異常を感じたら直ちに作業を中止し、再点検を行ってください。

検収基準

修理項目

整備項目

廃棄項目

●可動部 (2 カ所 ) が正常に作動するか。ロックが機能しているか。
●本体に傷変形・ゆがみがないか。
●本体が摩耗・損傷・著しく錆びていないか。
●フックにメッキがついているか。塗料・薬品等が付着してないか。
●フックのリベット部分にガタ、傷がないか。
●バネが折損・脱落してないか。動きがスムーズか。

●可動部が正常に作動しないもの。ロックがかからないもの。
●フックの変形の著しいもの。ゆがみがあるもの。
●フックに摩耗・損傷・亀裂があるもの。
●フックに塗料・薬品が著しく付着して取り切れないもの。
●フックが全体的にサビているもの。
●フックに溶接や加工など、改造したもの。
●異常な荷重のかかったもの、衝撃の受けたもの。

●フックに塗料等が付着した場合はふきとる。
●可動部には定期的に注油する。



使用方法によって異なりますが、交換のめやすとしては始業点検、定期点検を行い廃棄項目に
あたるものはすべて新品と取り替えてください。
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この取扱説明書の内容につきましてご不明の点がありましたら、下記にご相談ください。
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